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竹内有一、常岡亮、小西志保　新出稀覯の常磐津正本『緑増常磐寿』

一　

は
じ
め
に

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）、
常
磐
津
家
元
の
九
世
常
磐
津
文
字
太
夫
師
の
自
宅
（
東

京
都
世
田
谷
区
）
で
、
江
戸
期
に
出
版
さ
れ
た
常
磐
津
正
本
（
初
版
の
浄
瑠
璃
詞
章
本
）

多
数
が
蔵
出
し
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
『
緑
増
常
磐
寿
』
と
い
う
新
出
稀
覯
本
が
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

『
緑
増
常
磐
寿
』
は
、常
磐
津
家
元
代
々
の
記
録
集
『
常
磐
種
』（
東
京
藝
術
大
学
附
属

図
書
館
に
転
写
本
が
現
存
）
や
『
近
世
邦
楽
年
表
』（
東
京
音
楽
学
校
編
、
常
磐
津
の
部

は
第
一
巻
、
明
治
四
五
年
刊
）
な
ど
の
基
礎
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
本
の
所
在

も
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
考
証
に
よ
り
、
安
永
九

年
（
一
七
八
〇
）
正
月
に
開
曲
出
版
さ
れ
た
、新
発
見
の
歳
旦
浄
瑠
璃
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
緑
増
常
磐
寿
』
が
新
年
を
言
祝
ぐ
歳
旦
物
で
あ
る
こ
と
は
、
後
掲
す
る
詞
章
と
挿
絵

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
大
き
な
特
徴
は
、
詞
章
の
中
に
約
五
〇
名
の
女
流
と
お
ぼ

し
い
名
義
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、初
丁
表
の
常
磐
津
連
名
に
「
常
磐
津
右
文
字
太

夫
」
な
る
初
出
の
名
義
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
、
詞
章
内
容
、
開
曲
者
、
成
立
の
経
緯
等
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
常
磐
津
節
お
よ
び
近
世
邦
楽
の
歴
史
に
新
た
な
見
解
を
提
供
し
得
る
、
価
値
の
高
い

資
料
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
基
礎
的
な
考
察
を
書
き

留
め
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二　

所
蔵
者
と
出
自

前
述
の
よ
う
に
、
資
料
の
所
蔵
者
は
、
常
磐
津
家
元
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
の
蔵
出
し

に
先
立
ち
、
今
か
ら
十
数
年
前
の
平
成
一
〇
年
代
に
、
常
磐
津
文
字
太
夫
師
長
男
の
常
岡

亮
（
常
磐
津
小
文
字
太
夫
、
家
元
後
嗣
、
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

が
、
家
元
の
倉
庫
部
屋
を
整
理
中
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
偶
然
見
つ
け
出
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
資
料
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
家
元
に
は
明
確
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い

が
、
常
岡
亮
が
資
料
と
出
会
っ
た
直
後
に
、
八
世
常
磐
津
文
字
太
夫
師
夫
人
の
常
岡
一
子

（
故
人
）
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ
が
戦
前
か
ら
家
元
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
資
料
で
、
ご
く
一
部
の
者
し
か
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

常
磐
津
家
元
の
代
々
は
、
か
つ
て
は
日
本
橋
檜
物
町
（
呉
服
橋
）
に
居
を
構
え
、
数
々

の
歴
史
的
資
料
を
所
蔵
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、

代
々
の
肖
像
画
を
除
い
て
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、『
都
新
聞
』
大
正

一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
六
日
付
「
火
中
か
ら
取
出
し
た
文
字
太
夫
一
家
の
宝
」
な

ど
に
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

先
代
夫
人
の
談
話
と
こ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
大
正
一
二
年
か
ら
太

平
洋
戦
争
の
始
ま
る
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
頃
ま
で
の
間
に
、外
部
か
ら
日
本
橋
の

常
磐
津
家
元
に
収
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
争
中
は
疎
開
先
で
戦
火
を
逃

れ
、
終
戦
後
は
日
本
橋
に
戻
り
、
そ
の
後
は
家
元
の
転
居
を
経
て
、
平
成
二
七
年
ま
で
家

元
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

資　

料

新
出
稀
覯
の
常
磐
津
正
本
『
緑
増
常
磐
寿
』

竹
内　

有
一
、
常
岡　

亮
、
小
西　

志
保
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な
お
、
蔵
出
し
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
、
江
戸
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
「
常
磐
津
家

元
」
の
捺
印
や
、江
戸
期
の
家
元
行
司
「
須
賀
太
夫
」
の
署
名
が
余
白
に
書
か
れ
た
本
が

多
数
、
合
綴
さ
れ
た
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
お
お
か
た
の
資
料
は
、
江
戸
期

に
お
い
て
は
常
磐
津
家
元
が
所
蔵
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。そ
れ
が
幕
末
以
降

の
あ
る
時
期
か
ら
大
正
後
期
ま
で
の
間
は
何
ら
か
の
理
由
で
常
磐
津
家
元
を
離
れ
、の
ち

再
び
家
元
に
戻
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
委
細
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

三　

調
査
の
経
緯

前
述
し
た
平
成
二
七
年
の
常
磐
津
家
元
に
お
け
る
資
料
の
蔵
出
し
に
は
、常
磐
津
文
字

太
夫
師
、常
岡
亮
（
常
磐
津
小
文
字
太
夫
）、竹
内
有
一
（
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）、
小
西
志
保
（
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）
が
立
ち
会
い
、
資

料
の
概
況
を
確
認
し
た
。
確
認
さ
れ
た
資
料
は
、江
戸
期
に
出
版
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
伊

賀
屋
版
の
正
本
・
稽
古
本
、
明
治
期
以
降
に
出
版
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
坂
川
屋
版
の
稽
古

本
、さ
ら
に
は
歌
舞
伎
出
演
時
に
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
床
本
な
ど
様
々
な
浄
瑠
璃
本
で

あ
る
。

そ
の
内
、
江
戸
期
に
出
版
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
正
本
の
多
く
は
、
四
〇
丁
か
ら
一
〇
〇

丁
程
度
の
分
量
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
合
綴
さ
れ
、そ
の
よ
う
な
合
綴
本
が
八
巻
ほ
ど

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
合
綴
本
の
多
く
は
、虫
喰
い
に
よ
る
損
傷
（
虫
損
）
に
見
舞
わ

れ
て
い
た
。本
を
開
く
だ
け
で
破
損
し
か
ね
な
い
ほ
ど
激
し
く
損
傷
し
た
部
分
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
半
開
き
の
状
態
で
大
ざ
っ
ぱ
に
閲
覧
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
竹

内
の
正
本
調
査
の
経
験
と
考
証
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
合
綴
本
の
内
容
は
、
主
に
歌
舞
伎

で
初
演
さ
れ
た
演
目
の
薄
物
正
本
（
い
わ
ゆ
る
絵
表
紙
正
本
）
と
、初
版
と
お
ぼ
し
い
稽

古
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、初
世
常
磐
津
文
字
太
夫
時
代
の
古

正
本
、
新
出
本
と
み
ら
れ
る
稀
覯
本
も
み
ら
れ
、
大
量
の
貴
重
な
正
本
が
常
磐
津
家
元
に

大
切
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
愕
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
常
岡
亮
は
、こ
れ
ら
の

資
料
と
出
会
っ
た
当
初
か
ら
、
こ
れ
ら
が
貴
重
本
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
丁
重
に
保
管

し
、
研
究
者
の
閲
覧
に
供
す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

所
蔵
者
の
常
磐
津
文
字
太
夫
師
は
、こ
れ
ら
の
資
料
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
と
調
査

研
究
の
必
要
性
を
理
解
さ
れ
、
常
岡
亮
・
竹
内
・
小
西
の
三
名
が
書
誌
調
査
に
あ
た
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
。
調
査
の
対
象
と
し
た
資
料
は
、劇
場
初
演
の
薄
物
正
本
お
よ
び
初
版
と

み
ら
れ
る
稽
古
本
が
含
ま
れ
る
、
合
綴
本
八
巻
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
の

五
巻
は
虫
損
が
著
し
く
、閲
覧
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
本
を
閲
覧
可
能

な
状
態
に
修
理
す
る
方
法
を
検
討
し
、修
理
と
並
行
し
て
書
誌
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
し

た
。丁

数
の
多
い
合
綴
本
の
虫
損
を
修
理
す
る
に
は
、相
当
の
手
間
と
費
用
が
予
想
さ
れ
た

の
で
、特
別
な
資
金
の
調
達
が
必
要
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
助
成
金
の
獲
得
を
目
指
し

申
請
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
、
資
料
の
希
少
性
と
価
値
の
高
さ
、
資
料
の
利
活
用
の
方

法
と
予
想
さ
れ
る
成
果
に
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
た
た
め
、京
都
市
立
芸
術
大
学
特
別

研
究
助
成
（
平
成
二
八
年
度
）、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
平
成
二
九

〜
三
一
年
度
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
竹
内
が
研
究
代
表
者
、
常
岡
・
小

西
が
研
究
協
力
者
を
つ
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
助
成
に
お
い
て
は
、
研
究
分
担
者
と
し
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
大

学
院
美
術
研
究
科
保
存
修
復
専
攻
の
宇
野
茂
男
教
授
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。適

切
な
修
理
方
法
を
学
術
的
に
検
討
し
な
が
ら
、着
実
な
修
理
を
進
め
る
筋
道
が
作
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
資
料
の
撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
、
浄
瑠
璃
本
文
の
翻
刻
と
解
読
、
修
理

し
た
正
本
を
活
用
し
た
復
曲
を
実
現
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
調
査
研
究
と
本
の
修
理
に
よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
『
緑
増
常
磐

寿
』
を
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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四　

翻
刻

常
磐
津
正
本
『
緑
増
常
磐
寿
』
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
本
の
影
印
を
本
稿
末
に
収
載
し

た
。
翻
刻
の
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

改
行
は
原
本
に
よ
ら
ず
任
意
に
施
し
、
常
用
漢
字
の
使
用
を
原
則
と
し
た
。〈　

〉
内

は
割
書
、﹇　

﹈
内
は
欠
損
等
に
よ
り
推
定
し
た
文
字
、
□
は
欠
損
等
に
よ
り
判
読
不
明

部
分
を
示
す
。

　
　
　

同　

 

右
歌
太
夫　
　
　

三
味
線

（
紋
）
常
磐
津
右
文
字
太
夫　
　
　
　

岸
沢 
九
蔵　
　
　
　

伊
賀
屋

　
　
　

同　

 

右
多
太
夫　
　
　

上
調
子 
岸
沢
右
式

〈
緑
／
増
〉
常　

磐　

寿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
絵
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
松
川
書　
　
　
　
　
　
　
　

文
朝
画
（
印
）

 

（
初
丁
表
）

　
　

緑
増
常
磐
寿　
　
　
　

常
磐
津
右
文
字
太
夫
直
伝

歌
カ
ゝ
リ
か
ぎ
り
な
き
合　

ハ
シ
ル
た
め
し
を
引
や
。
鴬
の
合

は
つ
ね
諷
ふ
の
ハ
ル
小
松
川　

流
れ
た
へ
せ
ぬ
切 

位
地
常
磐
津
の
合
ウ

一
ト
木
の
し
づ
文
字
ゑ
枝　

ふ
か
ギ
ン
み
ど
り

文
字
く
に
国
の
春
猶
す
へ
文
字
ひ
さ
久
に
。

文
字
ま
つ
松
の
木
ぶ
り
も
文
字
ち
﹇
か
﹈
周
ま
さ
り

カ
ハ
リ
ツ
キ
ユ
リ
長
き
よ
は
ひ
は
文
字
す
が
菅
の
根
の
。

カ
ゝ
リ
入
江
の
風
に
さ
つ
〳
〵
の
。
コ
ハ
し
ら
べ
長
閑
に
吹
さ
そ
ふ
。

文
字
み
ね
峰
の
木
立
も
音
そ
へ
て

文
字
な
み
波
の
皷
の
シ
ザ
イ
徳
若
に
合
詞
万
歳
は
や
す
声
々
を

﹇
文
字
き
く
﹈﹇
菊
﹈
の
ゆ
か
り
や
福
寿
草

文
字
ふ
さ
お
房
合
き
る
さ
に
文
字
た
み
民
ゆ
た
か

﹇
文
字
﹈
そ
よ
﹇
曽
﹈
世
ふ
く
シ
ツ
メ
ル
風
﹇
も
﹈﹇
文
﹈
字
と
よ
豊
年と
し

の

﹇
田
﹈
作
﹇
り
﹈
初
﹇
メ
種
お
﹈
□
□ 

（
初
丁
裏
）

恋
の
種
ま
く
﹇
た
ね
ま
﹈
く
〳
〵
﹇
良
﹈
い
文
字
﹇
な
か
﹈﹇
仲
に
﹈
合

文
字
い
□
﹇
位
﹈
□
□
□
□
﹇
文
字
ぜ
ん
﹈﹇
膳
﹈
と
書
お
く
る
合

文
字
ふ
で
筆
の
文
字
﹇
よ
﹈
世
す
が
に
数
々
の

お
も
ひ
を
文
字
み
わ
三
輪
の
神
な
ら
ば
合

夜
毎
に
か
よ
ふ
忍
び
文
字
つ
ま
妻

ハ
ツ
ム 

合
此
文
字
み
ほ
三
保
か
け
文
字
て
つ
鉄
ゆ
ほ
ど
も

い
つ
わ
り
文
字
い
わ
岩
ぬ
仰
に
も
合

文
字
ほ
の
保
野
〳
〵
し
ら
む
鶴
合 

文
字
か
ね
兼
に

つ
た
の
ゑ
に
し
と　

い
ふ
し
ほ
の
合

文
字
さ
の
佐
野
の
渡
り
か
袖
打
払
ふ

詞
た
も
と
を
取
ッ
て　

コ
レ
ま
た
し
や
ん
せ
合

文
字
あ
さ
色
地
朝
の
き
ぬ
〴
〵
引
文
字
と
め
登
女
て

又
寝
の
床
の
文
字
み
つ
美
津
ぶ
と
ん
。

文
字
さ
と
郷
に
カ
ン
流
れ
の
合
身
じ
や
な
﹇
け
﹈
れ
文
字
と
も
友
。

幾
千
代
過
て
文
字
そ
の
園
さ
文
字
き
の
紀
野
合

キ
ン
か
わ
る
ま
い
ぞ
の
む
つ
言
に 

（
終
丁
表
）

文
字
な
を
直
い
と
し
さ
も
文
字
ま
す
枡
か
ゞ
み

文
字
か
つ
勝
み
し
ま
ゝ
に
﹇
打
﹈
と
け
て

ツ
ナ
キ
二
タ
木
を
文
字
み
き
美
喜
と
文
字
つ
ぎ
継
ほ
し
て
。

結
び
め
か
た
き
。
縁
の
文
字
つ
な
綱
。

長
地　

文
字
す
ま
須
磨
の
若
木
の
な
れ
文
字
そ
め
染
も
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文
字
ひ
な
雛
の
合
い
も
せ
に
文
字
す
み
住
文
字
よ
し
芳
の

カ
ゝ
リ
夫
婦
中
能
諸
白
髪
引　
文
字
し
げ
繁
る
栄
は
文
字
ち
よ
千
代
ま
で
も

文
字
つ
ね
常
に
賑
ふ
吉
左
右
文
字
き
ち
吉
事

ク
リ
上　

文
字
ひ
で
秀
る
文
字
と
み
富
も
ゆ
た
か
文
字
な
る
成

ま
つ
に
咲
そ
ふ
文
字
は
な
花
の
春

尽
せ
ぬ
色
こ
そ　

め
で
た
け
れ　

 

（
終
丁
裏
）

五　

本
文
の
語
釈

「
た
め
し
」　

先
例
、
範
例
。

「
し
づ
枝
」　

下
の
枝
。

「
ち
か
ま
さ
り
」　

遠
く
で
見
る
よ
り
も
近
く
で
見
る
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
。

「
お
房
き
る
さ
に
」　

お
う
さ
き
る
さ
に
。
あ
れ
や
こ
れ
や
。

「
豊
年
」　

五
穀
の
実
り
の
良
い
年
。
ほ
う
ね
ん
。

「
此
三
保
か
け
鉄
ゆ
ほ
ど
も
」　

こ
の
身
を
か
け
て
露
ほ
ど
も
。

「
岩
ぬ
」　

言
わ
ぬ
。

「
保
野
〳
〵
し
ら
む
鶴
兼
に
」　

ほ
の
ぼ
の
白
む
鶴
亀
に
。

「
佐
野
の
渡
り
か
袖
打
ち
払
ふ
」　

和
歌
山
県
新
宮
市
に
あ
っ
た
渡
し
場
。『
新
古
今
和

歌
集
』
に
「
駒
と
め
て
袖
打
ち
払
ふ
陰
も
な
し 

佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
れ
」。

「
き
ぬ
〴
〵
」　

別
れ
。

「
又
寝
」　

一
度
目
を
覚
ま
し
て
、
ふ
た
た
び
寝
る
こ
と
。

「
み
つ
ぶ
と
ん
」　

三
つ
重
ね
の
敷
蒲
団
。
ぜ
い
た
く
な
夜
具
で
、吉
原
で
は
客
が
贈
る

も
の
と
な
っ
て
い
て
、
紋
日
な
ど
に
飾
っ
て
見
せ
た
。

「
郷
に
流
れ
の
身
」　

廓
（
遊
里
）
に
流
れ
の
身
。
遊
女
。

「
園
さ
紀
野
」　

そ
の
先
の
。

「
む
つ
言
」　

睦
ま
じ
く
語
る
こ
と
ば
。
特
に
、
男
女
の
閨
の
中
で
の
語
ら
い
。

「
枡
か
ゞ
み
」　

真
澄
の
鏡
。
よ
く
澄
ん
で
明
ら
か
な
鏡
。

「
須
磨
の
若
木
」　
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
で
、
光
源
氏
が
須
磨
に
桜
の
若
木
を
植
え

た
。

「
吉
左
右
」　

吉
事
。

六　

本
文
の
特
色
―
女
流
の
名
寄
せ
―

『
緑
増
常
磐
寿
』
は
、
正
月
を
言
祝
ぐ
歳
旦
物
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、

常
磐
津
の
象
徴
で
あ
る
松
の
木
に
一
門
の
繁
栄
を
か
さ
ね
、正
月
の
風
物
や
男
女
の
仲
睦

ま
し
さ
に
因
ん
だ
物
事
を
連
綿
と
綴
り
、夫
婦
の
仲
や
繁
栄
の
永
続
を
祈
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
詞
章
が
、常
磐
津
の
女
流
演
奏
者
と
推
定
さ
れ
る
約
五
〇
名
の
名

義
を
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
特
徴
と
驚
き
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
詞

章
の
構
成
は
、
常
磐
津
正
本
で
は
他
に
例
を
み
な
い
。

詞
章
の
右
肩
に
小
字
で
名
義
が
「
文
字
」
の
二
字
と
よ
み
が
な
の
組
み
合
わ
せ
で
「
文

字
き
の
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
、本
文
詞
章
中
に
名
義
の
よ
み
が
な
に
相
当
す
る
漢
字
が

「
紀
野
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。
詞
章
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
す
べ
て
の
名
義
を
、
以

下
に
五
十
音
順
に
整
理
し
て
記
す
。
な
お
、
虫
損
に
よ
る
判
読
不
明
部
分
が
あ
る
た
め
、

正
確
な
人
数
は
未
詳
で
あ
り
、
こ
こ
に
漏
れ
て
い
る
名
義
も
数
名
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
行　

文
字
朝
、
文
字
い
□
〔
虫
損
に
よ
り
未
詳
〕、
文
字
岩
、
文
字
枝

か
行　

文
字
勝
、
文
字
兼
、
文
字
菊
、
文
字
吉
、
文
字
紀
野

さ
行　

  

文
字
郷
、
文
字
佐
野
、
文
字
繁
、
文
字
菅
、
文
字
須
磨
、
文
字
住
、
文
字
園
、
文

字
染
、
文
字
曽
世

た
行　

 

文
字
民
、
文
字
周
、
文
字
千
代
、
文
字
継
、
文
字
綱
、
文
字
常
、
文
字
妻
、

　
　
　

文
字
鉄
、
文
字
富
、
文
字
登
女
、
文
字
友
、
文
字
豊

な
行　

文
字
直
、
文
字
仲
、
文
字
波
、
文
字
成

は
行　

文
字
花
、
文
字
久
、
文
字
秀
、
文
字
雛
、
文
字
房
、
文
字
筆
、
文
字
保
野

ま
行　

文
字
松
、
文
字
枡
、
文
字
美
喜
、
文
字
美
津
、
文
字
峰
、
文
字
三
保
、
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文
字
三
輪

や
行　

文
字
世
、
文
字
芳

こ
の
う
ち
、
経
歴
が
明
ら
か
な
人
は
、
文
字
菊
だ
け
で
あ
る
。
多
く
の
常
磐
津
女
流
が

台
頭
し
、そ
の
名
義
だ
け
で
な
く
経
歴
を
調
査
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
は
幕
末
以
降
で
あ
る〔
竹
内　

二
〇
一
五
〕。
文
字
菊
は
、宝
暦
八
年（
一
七
五
八
）

生
ま
れ
、
二
世
常
磐
津
文
字
太
夫
の
妻
女
と
な
り
、
子
息
に
小
文
字
太
夫
を
継
が
せ
、
享

和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
死
没
〔
竹
内　

二
〇
一
二
：
二
二
〕。『
緑
増
常
磐
寿
』
出
版
当

時
は
、
二
二
歳
頃
で
あ
る
が
、
二
世
文
字
太
夫
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。

七　

書
誌

所
蔵
者
は
常
磐
津
家
元
（
東
京
都
世
田
谷
区
）。
整
理
番
号
（
仮
番
号
）
は
01- 

Ｄ
。

表
題
（
初
丁
表
）
お
よ
び
内
題
（
初
丁
裏
）
の
表
記
に
よ
り
、書
題
（
曲
名
）
を
「
緑

増
常
磐
寿
」
と
す
る
。
い
ず
れ
の
書
題
に
も
読
み
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、仮

に
「
み
ど
り
ま
す　

と
き
わ
の
こ
と
ぶ
き
」
と
読
ん
で
お
く
。

体
裁
は
半
紙
本
一
冊
、
九
行
二
丁
、
初
丁
表
を
表
紙
に
見
立
て
た
共
紙
表
紙
で
あ
る
。

初
丁
表
に
常
磐
津
連
名
と
挿
絵
が
あ
り
、常
磐
津
の
祝
儀
も
の
正
本
の
典
型
的
様
式
と
い

え
る
。
常
磐
津
正
本
の
丁
付
は
、
各
丁
裏
の
左
隅
中
央
部
に
お
い
て
、
丁
数
の
み
、
ま
た

は
書
題
の
略
称
と
丁
数
を
彫
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
紙
面
欠
損
に
よ
り
、
丁

付
け
の
有
無
お
よ
び
表
記
は
不
明
で
あ
る
。

版
元
は
伊
賀
屋
。
巻
末
の
刊
記
等
を
含
め
出
版
年
月
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
賀
屋

勘
右
衛
門
は
、初
世
常
磐
津
文
字
太
夫
の
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
常
磐
津
正
本
の
出
版
に
関

わ
っ
た
版
元
で
あ
る
。
版
元
住
所
は
併
記
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
賀
屋
が
常
磐
津
正
本
に
住

所
を
版
刻
し
な
か
っ
た
期
間
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、竹
内
の
正
本
悉
皆
調
査
に
基
づ
く
考

証
に
よ
れ
ば
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
か
ら
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
頃
ま
で
と
、
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
で
あ
る
。

出
版
年
月
の
表
記
は
み
ら
れ
な
い
が
、
後
述
す
る
考
証
に
よ
り
、
出
版
年
月
は
安
永
九

年
（
一
七
八
〇
）
正
月
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、本
書
の
よ
う
な
歳
旦
物
の
正
本
の
巻
末

に
は
、
し
ば
し
ば
刊
記
が
あ
る
が
、
本
書
の
巻
末
は
欠
損
が
大
き
い
た
め
、
刊
記
の
有
無

に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

八　

出
版
年
月
の
考
証

前
述
の
よ
う
に
、本
書
に
は
出
版
年
月
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
味
線
方
の
連
名
と

版
元
表
記
の
意
匠
か
ら
お
お
よ
そ
の
年
代
は
推
定
し
て
い
た
が
、
決
め
手
が
得
ら
れ
ず

困
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
ね
ず
み
と
大
八
車
を
描
い
た
挿
絵
を
眺
め
て
い
る
と
、
い
く
つ
か
の
数
字
が

隠
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
絵
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
観
察
し
て
い
く
と
、た
く
さ

ん
の
数
字
（
三
・
五
・
七
・
八
・
十
・
十
二
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
ひ
ょ
っ

と
し
て
「
絵
暦
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
予
想
し
た
。

絵
暦
は
、一
年
間
の
小
の
月
（
二
九
日
間
）
な
い
し
大
の
月
（
三
〇
日
間
）
を
画
中
に

描
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。江
戸
期
に
持
て
は
や
さ
れ
た
趣
味
的
な
摺

物
で
、「
新
春
」
に
そ
の
交
換
会
が
催
さ
れ
た
。
江
戸
期
の
暦
一
覧
に
よ
る
と
、
前
述
の

六
つ
の
数
字
が
「
小
の
月
」
と
一
致
す
る
の
は
、
常
磐
津
創
流
以
後
で
は
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
の
み
で
あ
る
。
同
年
の
干
支
は
「
庚
子
」、
ね
ず
み
年
で
あ
る
か
ら
、
挿
絵

の
内
容
と
も
符
合
す
る
。
こ
う
し
て
、同
年
正
月
の
出
版
物
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

九　

筆
耕
と
絵
師

次
に
、「
小
松
川
書
」
お
よ
び
「
文
朝
画
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
。

前
者
は
、
書
題
、
連
名
な
い
し
本
文
詞
章
の
版
下
を
書
い
た
人
物
を
示
し
、
後
者
は
、
挿
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絵
を
描
い
た
人
物
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
。

「
小
松
川
書
」
と
い
う
表
記
は
、
作
詞
者
を
示
す
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ

な
い
が
、
常
磐
津
正
本
に
お
け
る
作
詞
者
の
表
示
は
、
内
題
下
な
い
し
表
紙
に
見
立
て
た

初
丁
表
に
「
○
○
述
」「
作
者
○
○
述
」
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
れ
が
作
詞
者
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
版
下
の
筆
耕
者
を
示
す
表
記
は
、
江
戸

期
刊
の
常
磐
津
正
本
で
の
事
例
は
多
く
な
い
が
、「
文
字
太
夫
直
本
清
書
所
丈
阿
」「
竹
賀

写
」
な
ど
が
あ
る
。

で
は
、
小
松
川
と
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。
小
松
川
と
称
さ
れ
た
常
磐
津
関
係
者
は
、

家
元
代
々
の
記
録
集
『
常
磐
種
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
該
当
者
は
二
人
で
あ
る
。
一
人

は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
小
松
川
に
隠
居
し
て
か
ら
の
初
世
常
磐
津
文
字
太
夫
、

も
う
一
人
は
、
初
世
文
字
太
夫
夫
人
ま
つ
で
あ
る
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
二
月
に

初
世
文
字
太
夫
が
死
没
し
て
以
後
の
呼
称
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、本
書
の
出
版
年
月

は
、初
世
文
字
太
夫
の
存
命
期
に
あ
た
る
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
正
月
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
の
で
、「
小
松
川
書
」
は
、
隠
居
中
の
初
世
文
字
太
夫
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。「

小
松
川
書
」
な
る
表
記
の
用
例
は
、
本
書
以
外
の
正
本
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

し
か
し
、
本
書
と
よ
く
似
た
書
体
は
、
初
世
常
磐
津
文
字
太
夫
が
初
演
し
た
祝
儀
曲
〔
竹

内
二
〇
〇
六
：
三
六
ー
三
七
〕
の
正
本
に
み
ら
れ
る
。
と
く
に
書
題
と
連
名
の
書
体
は
、

本
書
と
よ
く
似
て
い
る
。
楷
書
体
の
文
字
が
肉
太
で
、丁
寧
で
素
朴
な
味
の
あ
る
書
体
で

あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
初
世
文
字
太
夫
の
手
跡
に
つ
い
て
は
、「
手
跡
な
ど
も
俗
筆

に
あ
ら
ず
、
名
筆
に
て
有
け
り
」（
小
川
顕
道
『
塵
塚
談
』
文
化
一
一
年
）
と
い
う
逸
話

も
伝
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
本
の
版
下
の
文
字
は
、
初
世
文
字
太
夫
が

自
ら
筆
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、初
丁
表
に
版
刻
さ
れ
た
「
文
朝
画
」
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
文
朝
と
名
乗
っ
た

浮
世
絵
師
は
数
名
い
る
が
、
推
定
出
版
年
（
安
永
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
南
竜
斎
と
も
号
し

た
柳
文
朝
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
文
朝
は
、初
世
常
磐
津
文
字
太
夫

が
歌
舞
伎
に
出
演
し
た
時
期
の
う
ち
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
頃
か
ら
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
頃
ま
で
、
常
磐
津
正
本
の
表
紙
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
初
世
文
字
太
夫
お

よ
び
版
元
伊
賀
屋
と
の
関
係
性
か
ら
、
本
書
の
挿
絵
を
描
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

十　

合
綴
本
「
鶴
弐
」
の
概
要

本
書
『
緑
増
常
磐
寿
』
は
、今
回
蔵
出
し
さ
れ
調
査
対
象
と
し
た
合
綴
本
八
巻
中
の
一

巻
「
鶴
弐
」
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
合
綴
本
「
鶴
弐
」
は
、
本
紙
全
五
二
丁
で
、
巻
頭
に
白

紙
一
丁
、
巻
末
に
奥
付
一
丁
が
あ
る
。
こ
の
奥
付
は
、
後
述
す
る
個
々
の
薄
物
正
本
と
直

接
的
な
関
係
は
な
く
、
伊
賀
屋
刊
稽
古
本
の
巻
末
に
添
付
さ
れ
る
定
型
の
奥
付
で
あ
る
。

奥
付
に
記
載
さ
れ
る
連
名
が
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
「
藻
塩
艸
須
磨
朧
夜
」
薄
物

正
本
（
常
磐
津
家
元
所
蔵
）
の
連
名
と
一
致
す
る
の
で
、同
じ
曲
の
稽
古
本
の
奥
付
で
あ

る
と
考
証
で
き
る
。
同
じ
奥
付
が
添
付
さ
れ
る
同
曲
の
稽
古
本
は
、東
京
藝
術
大
学
附
属

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

合
綴
本
「
鶴
弐
」
の
オ
モ
テ
表
紙
に
は
三
枚
の
題
簽
が
貼
付
さ
れ
る
。
右
上
部
の
題
簽

は
「
明
和
七
庚
申
正
月
上
る
り
よ
り
／
天
明
八
申
正
月
狂
言
迄
」、
中
央
下
部
の
題
簽
は

「
鶴
弐
」、
左
下
部
の
題
簽
は
「〈
元
祖
文
字
太
夫
／
二
代
目
文
字
太
夫
〉
薄
本
弐
」
と
い

ず
れ
も
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

合
綴
本
「
鶴
弐
」
の
内
容
は
、
常
磐
津
の
薄
物
正
本
全
一
三
点
で
あ
る
。
そ
の
内
訳

は
、
歌
舞
伎
興
行
で
初
演
時
に
出
版
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
絵
表
紙
正
本
が
一
二
点
、
歳
旦
祝

儀
曲
の
正
本
が
一
点
。
全
一
三
点
の
出
版
年
（
開
曲
年
）
は
、歌
舞
伎
番
付
等
に
基
づ
い

て
考
証
す
る
と
、
題
簽
の
記
載
年
月
に
一
致
し
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
の
「
藻

塩
艸
須
磨
朧
夜
」
か
ら
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
正
月
の
「
世
噂
翼
雪
解
」
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
お
お
む
ね
、
出
版
年
月
順
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
緑
増
常
磐
寿
」

と
「

稲
葉
山
松
」
の
二
点
の
配
列
が
考
証
年
月
順
と
異
な
っ
て
お
り
、こ
の
合
綴
本
が

現
状
の
よ
う
に
合
綴
さ
れ
た
時
点
な
い
し
改
装
さ
れ
た
際
に
、こ
の
二
点
の
年
代
考
証
が

不
確
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
全
体
の
三
番
目
に
配
列
さ
れ
る
「
緑
増
常
磐
寿
」
は
、
前
述
し
た
考
証
に
よ
れ
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ば
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
正
月
刊
と
推
定
さ
れ
る
が
、安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
一
一

月
「
錦
敷
色
義
仲
」
と
同
三
年
（
一
七
七
四
）
一
一
月
「
文
相
撲
恋
の
晴
業
」
の
合
間
に

綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、綴
じ
た
人
物
が
本
書
の
詞
章
内
容
に
基
づ
い
て
正
月
に
刊
行

さ
れ
る
歳
旦
本
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、安
永
三
年
正
月
の
刊
行
と
考

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
七
番
目
に
配
列
さ
れ
る
「

稲
葉
山
松
」
は
、歌
舞
伎
番
付
に
基
づ
く
考
証
に
よ

れ
ば
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
九
月
刊
と
考
え
ら
れ
る
が
、同
六
年
（
一
七
七
七
）
一
一

月
「
石
山
寺
紅
葉
錦
画
」
と
同
八
年
（
一
七
七
九
）
一
一
月
「
筒
幹
色
水
上
」
の
合
間
に

綴
じ
ら
れ
て
い
る
。「

稲
葉
山
松
」
は
、
常
磐
津
家
元
に
伝
存
し
た
上
演
記
録
集
『
常

磐
種　

地
之
巻
』
に
「
安
永
八
亥
七
月
十
五
日
」
の
上
演
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ

に
基
づ
い
て
配
列
さ
れ
た
か
、『
常
磐
種　

地
之
巻
』
の
編
者
と
同
一
人
物
が
配
列
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

他
巻
で
は
、
本
の
所
蔵
者
に
関
わ
る
書
き
込
み
や
捺
印
が
確
認
で
き
る
巻
が
あ
る
が
、

本
巻
「
鶴
弐
」
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、「
鶴
壱
」
と
題
す
る
合

綴
本
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
本
巻
と
他
巻
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、別
の
機

会
に
報
告
し
た
い
。

十
一　

お
わ
り
に

従
来
、
常
磐
津
節
の
歴
史
に
お
い
て
、
日
本
音
楽
史
に
お
い
て
、
女
流
演
奏
家
が
た
く

さ
ん
台
頭
し
て
活
躍
を
始
め
る
の
は
、幕
末
頃
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
史
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
認
識
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
七
〇
〇
年
代
後
期
の
安
永
期
に
お
い
て
、
す
で
に
日
本
音
楽
の
伝
承
は
、
男
性
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
女
性
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

浄
瑠
璃
方
の
連
名
に
見
え
る
「
右
文
字
太
夫
」
と
い
う
名
義
は
、こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
初
出
の
名
義
で
あ
る
。
初
世
常
磐
津
文
字
太
夫
を
は
じ
め
、当
時
の
常
磐

津
界
の
情
勢
の
中
で
、こ
の
名
義
を
名
乗
っ
た
人
物
と
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、
常
磐
津
節
の
歴
史
的
研
究
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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